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あらまし 季節や時間帯に合った観光スポットを推薦する時間アウェア観光スポット推薦システムの実現を目指して

いる．このシステムはユーザが訪問したい時期を入力することでその時期に適した観光スポットを推薦する．このよ

うなシステムを実現するためには，あらかじめスポットを時間コンテキストに基づく特徴化しておく必要がある．本

研究では，特徴化のために写真投稿サイトである Flickrに投稿された写真データを用いる．まず写真に付与されたタ

グを手掛かりにスポットと写真とを対応付ける．その写真の撮影時刻の分布に基づき，スポットの時間特徴化を行う．
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1. は じ め に

コンテキストアウェア推薦システム（CARS）[1]はユーザの

おかれているコンテキストに合ったアイテムを推薦するシステ

ムである．特に観光ドメインにおいては，このようなシステム

への注目は大きい．

CARSを実装するためには，ユーザプロファイルとして下記

の関係データが必要となる [1]：

User× Item× Context → Rating (1)

つまり，UserがContextにおいて Itemを利用したときのRat-

ingに関するデータを蓄積しておかなければならない．しかし

ながら，ユーザ個別にこのような関係データを十分に蓄積して

おくことは困難であり，非常に疎なデータとなる．そのため，

新規ユーザに対するコールドスタート問題が発生する．特に非

日常的な場面で利用される観光ドメインにおいては，より深刻

な問題となる．

このような問題に対し，我々は新規ユーザ（ユーザプロファ

イルをもたないユーザ）に対してもコンテキストに合ったス

ポットを推薦できるように，スポット側を事前にコンテキスト

特徴化しておくというアプローチに取り組んでいる．スポット

がどのようなコンテキストにおいて利用されやすいか，スポッ

トに関連するソーシャルデータに基づきあらかじめ特徴化して

おく．スポットごとにコンテキスト特徴化をしておくことで，

入力コンテキストとスポットのコンテキスト特徴とのマッチン

グにより，ユーザにコンテキストに合ったスポットを推薦する

ことができる．つまり，ユーザは自身のユーザプロファイルを

もたずとも，訪問時のコンテキストを手動入力—あるいはセン

サ等による自動入力—することで，推薦スポットを受け取るこ

とができる．

コンテキストとしては，時間コンテキストやユーザコンテキ

ストなどさまざまな種類のものが挙げられる．本稿では，コン

テキストの中でも季節や時間帯といった時間コンテキストに着

目し，コンテキストアウェアスポット推薦システムの特殊形と

して時間アウェアスポット推薦システムを提案する．このシス

テムでは，ユーザがスポットを訪れたい時期を入力すると，そ

の時間コンテキストに合ったスポットを推薦する．時間コンテ

キストの抽出源として Flickr等の写真共有サイトに投稿された

写真に着目する．投稿写真の撮影時刻の分布から観光スポット

の時間コンテキスト特徴化を行う．

2. 関 連 研 究

2. 1 観光スポット推薦システム

観光スポット推薦システムの研究は多く行われている [2] [3]．

観光スポット推薦システムは，観光スポットの特徴とユーザの

嗜好とのマッチングを行い，ユーザに観光スポットを推薦する

ことが目的である

Gyorodiら [4]は，ユーザに付与されたタグを用いた，内容

に基づく観光スポット推薦システムを提案している．Lamsfus

ら [5]は，オントロジーを用いて，ユーザおよび観光スポット

の特徴を記述している．観光スポットの特徴を記述することが

できれば，内容に基づくフィルタリングを適用することが可能

である．

これらの研究のように，内容に基づく観光スポット推薦シス

テムにおいては，観光スポットを適切に特徴化する必要がある．

我々は，観光スポットについて投稿されたユーザ生成コンテン

ツから観光スポットの特徴化を目指している．特にユーザ生成

コンテンツとして位置情報付きツイート [6]および位置情報付

き写真に着目している．本稿では位置情報付き写真からの観光

スポット特徴化に焦点をあてている．我々の最終的な目標は位

置情報付きツイートおよび位置情報付き写真を統合的に扱い，

それぞれの特性を生かした多面的な推薦を実現することにある．

観光スポットは位置情報の一つであり，位置情報をベース

とした推薦システムの研究も多く行われている．Gao ら [7]

は，locationと location recommendationsを次のように定義

している：“A location (or Point of Interest) is a geographi-



cal point with specific functions (e.g., hotel, restaurant, mu-

seum, store) that a user may find useful or interesting. Lo-

cation recommendations (or POI recommendations) recom-

mend locations (or POIs) to a user to fulfill his requirements

and satisfy his interests（注1）.”

Yeら [8]は，位置ベースソーシャルネットワーク（Location-

based social networks; LBSNs）における POI 推薦手法を提

案している．彼らの手法では，LBSNから抽出された地理的影

響および社会的影響を考慮した協調フィルタリングを導入して

いる．Leungら [9]は，収集されたGPS軌跡データから滞在地

点を抽出し，クラスタリングにより POI を抽出している．ク

ラスタ化された位置を基に，ユーザ-活動-位置の関係をモデル

化した Community Location Model (CLM)を構築している．

この CLMを基に協調フィルタリングを適用している．Gaoら

c̃iteGao2013は，位置情報推薦において，時間的効果を導入し

ている．

2. 2 コンテキストアウェア推薦システム

コンテキストアウェア推薦システム（CARS）[1]は，ユーザ

のおかれているコンテキストに合ったアイテムを推薦するシス

テムである．

Dey [10]はコンテキストを次ように定義している．“any in-

formation that can be used to characterize the situation of

an entity. An entity is a person, place, or object that is

considered relevant to the interaction between a user and an

application, including the user and application themselves.”

いいかえると，ユーザとシステムとのインタラクションに影響

を及ぼすどのような情報もコンテキストとみなすことができる．

コンテキストの分類としてはさまざまな文献 [11]により示さ

れている．我々は，観光ドメインにおけるコンテキストとして

下記のように分類している：

時間コンテキスト スポット訪問時の時間帯や曜日，季節，ス

ポットの営業時間など．

空間コンテキスト ユーザの現在位置やスポットとユーザとの

位置関係など．

環境コンテキスト 天気や季節，気温，湿度，降水確率，騒音，

明るさなど．

ユーザコンテキスト ユーザのデモグラフィック情報や感情，

訪問目的，訪問履歴，同伴者など．

我々は，これらの分類にしたがって，観光スポットのそれぞ

れのコンテキスト特徴化を試みている．例えば，先行研究であ

る文献 [12]では，感情コンテキストに焦点をあてた推薦システ

ムを提案している．本稿で提案するシステムは，この中で時間

コンテキストに焦点をあてたものである．

3. 時間アウェア観光スポット推薦システム

本章では，提案システムのインタフェースおよびシステム構

成について説明する．

（注1）：http://www.public.asu.edu/ hgao16/recsys2014.html

図 1 システムインタフェース．インタフェースは大きくコンテキスト

情報入力ビューと推薦ビューから構成される．コンテキスト情報

は，ユーザによりコンテキスト入力ビューを通じて手動入力さ

れる．入力されたコンテキスト情報に合った観光スポットが推薦

ビューに提示される．また，同時に時間帯別の人気度のグラフも

表示される．

3. 1 インタフェース

図 1に，提案システムのインタフェースを示す．インタフェー

スは大きくコンテキスト情報入力ビューと推薦ビューから構成

される．コンテキスト情報は，ユーザによりコンテキスト入力

ビューを通じて手動入力される．入力されたコンテキスト情報

に合った観光スポットが推薦ビューに提示される．また，同時

に時間帯別の人気度のグラフも表示される．

3. 2 システム構成

図 2にシステム構成図を示す．以下，各処理について説明す

る．項目番号は図中の番号に対応する．

(1) Web からソーシャルデータを収集する．Foursquare

からスポットデータを，Twitterからツイートを，Flickrから

写真データをそれぞれ収集し，データベースに登録する．

(2) スポットとソーシャルデータとを対応付け，スポット-

ツイートテーブルおよびスポット-写真テーブルを作成する．

(3) スポット-ツイートテーブルおよびスポット-写真テー

ブルに基づき，スポットのコンテキストモデリングを行う．

(4) 得られたコンテキストモデルと入力コンテキストとの

マッチングに基づき，推薦スポットを決定する．

なお，図中の破線で示した処理は，オフライン処理が可能で

ある．そのため，推薦実行時には，コンテキストモデルを参照

するだけの処理で済む．また，(2)のスポットとソーシャルデー

タとの対応付けは，奥ら [13] の手法を採用する．本研究では，

特に (3)および (4)の処理に焦点をあてる．

また，本研究では，コンテキストとして時間コンテキストに

焦点をあてる．ユーザコンテキストは別の研究課題として扱い，

その中でも感情コンテキストに着目した研究が文献 [12]である．



図 2 システム構成図．

4. 問 題 定 義

定義 1：スポット-週行列． m × 53 のスポット-週行列 Rw =

[rwij ]m×53 を定義する．ここで，mはスポット数を表す．また，

ここでは時間として週に着目するため，時間区分を第 1週から

第 53週の 53区分に分割する．行列の要素 rwij はスポット si の

第 j 週における人気度を表す．

定義 2：スポット-時刻行列． m × 24 のスポット-時刻行列

Rh = [rhij ]m×24 を定義する．ここでは時間として時刻に着

目するため，時間区分を 0時から 23時の 24区分に分割する．

行列の要素 rhij はスポット si の時刻 j における人気度を表す．

定義 3：時間コンテキスト特徴ベクトル． スポット-時間行列

の行ベクトル ri がスポット si の時間コンテキスト特徴ベクト

ル si となる．

本研究における問題は，与えられた時間コンテキストにおい

て人気度が高い観光スポットを推薦することである．

5. データ前処理

5. 1 観光スポットデータの収集

スポットデータの収集には，位置情報サービスである

Foursquareが公開している Fousquare API（注2）を用いる．収集

した観光スポットデータは観光スポットテーブルに登録する．

観光スポットテーブルは次の関係スキーマで定義する：

spots(spot id, name , category_name , latlng)

ここで，spot id はスポット ID, name はスポット名，

category nameはカテゴリ名，latlngは緯度・経度である．

具体的には下記の手順によりスポットデータを収集し，テー

ブルに登録する：

(1) Foursquare API により，日本国内の場所（venue）

（注2）：https://developer.foursquare.com/

表 1 観光スポットカテゴリ．

カテゴリ名

Shrine

Temple

Historic Site

Mountain

Beach

Farm

Lake

Scenic Lookout

Trail

River

Buddhist Temple

Garden

Castle

Forest

National Park

Volcano

データを収集する．場所データには，場所 ID，場所名，カテゴ

リ名，緯度・経度が含まれている．

(2) 収集した場所データから，観光スポットに関連するカ

テゴリとして表 1に該当する場所データのみを抽出する．

(3) 抽出した場所データを spotsテーブルに登録する．こ

こでは，場所 IDをスポット ID，場所名をスポット名として登

録する．

また，スポットによっては複数の名称をもつものもある．例

えば，「金閣寺」の正式名称は「鹿苑寺」であり，山号として

「北山」が用いられる．Foursquareにおいては，金閣寺の場所

名は「北山 鹿苑寺（金閣寺）」と登録されている．そのため，

スポット名を半角スペースおよび丸括弧で区切り，複数のトー

クン—金閣寺の例では，「北山」と「鹿苑寺」，「金閣寺」—に分

割する．これらの個々のトークンをスポット-スポット名テーブ

ルに登録する．スポット-スポット名テーブルは次の関係スキー

マで定義する：

spots_names(spot id, spot name)

例えば，金閣寺の場合，spots namesには次のタプルが登録さ

れる：

spot_id | spot_name

--------------------------+-----------

4b779d4af964a52016a42ee3 | 金 閣 寺

4b779d4af964a52016a42ee3 | 鹿 苑 寺

4b779d4af964a52016a42ee3 | 北 山

5. 2 写真データの収集

写真データとして，Flickr に投稿された位置情報付き写真

データを収集する．写真データの収集には，Flickr API（注3）を

用いる．位置情報が日本国内に含まれる写真データを収集する．

収集した写真データは写真テーブルに登録する．写真テーブル

（注3）：https://www.flickr.com/services/api/



は次の関係スキーマで定義する：

photos(photo id, title , datetaken , tags ,

latlng)

ここで，photo id は写真 ID，title は写真タイトル，

datetakenは撮影日時，tagsは写真に付与されたタグ，latlng

は緯度・経度である．

ここで，tags には，写真の被写体の名称や雰囲気を表す単

語など，撮影者が付与したタグが登録されている．複数のタグ

が登録されている場合は半角スペース区切りでタグが列挙され

ている．ここでは，1タプルに一つのタグが登録されるように，

別途，写真-タグテーブルを用意する．写真-タグテーブルは次

の関係スキーマで定義する：

photos_tags(photo id, tag name)

ここで，photo id は写真 ID であり，photos.photo id を

参照する外部キーである．tag name はタグ名である．ま

ず，photos.tags のテキストを半角スペース区切りでトー

クン化する．トークン化した文字列をタグとして，個々に

photos tags.tag nameに登録する．

5. 3 スポットと写真データとの対応付け

6.章では，各スポットに関連する写真データの撮影時刻の分

布からそのスポットの時間コンテキスト特徴化を行う．そのた

め，あらかじめスポットと写真データとを対応付けておく．対

応付けた結果をスポット-写真関係データとして spots-photos

テーブルに格納する．spots-photosテーブルは下記の関係ス

キーマをもつ：

spots -photos(spot id, photo id)

ここで，spot idはスポット IDであり，spots.idを参照する

外部キーである．photos idは写真 IDであり，photos.idを

参照する外部キーである．

スポット siについて，タグが siのスポット名と一致する写真

データ pj をスポット si に対応付ける．具体的には，次の SQL

により spots photosテーブルを作成する：

CREATE TABLE spots_photos AS

SELECT spot_id , photo_id

FROM spots_names JOIN photos_tags ON

spots_names.spot_name = photos_tags

.tag_name;

ただし，地理的に離れた同名スポットとの対応付けを回避する

ため，si と pj 間の距離が 1km以内という制約を設ける．

6. スポットの時間コンテキスト特徴化

4.章で述べたとおり，スポットの時間コンテキスト特徴ベク

トルは人気度 rij の列で表される．時間 j においてスポット si

に対し撮影された投稿写真数に基づき人気度 rij を算出する．

本研究では，(a)絶対写真数に基づく人気度，(b)スポット内相

対写真数に基づく人気度を定義する．

6. 1 絶対写真数に基づく人気度

時間 j においてスポット si に対し撮影された投稿写真数を

cij とする．このとき，投稿写真数が多いほどそのスポットの

人気が高いという考えに基づき，絶対写真数に基づく人気度を

次式で定義する：

rij = cij . (2)

ここで，cij は次の SQLで取得できる：

SELECT count (*) FROM spots_photos NATURAL

JOIN photos WHERE spot_id = i and

date_part(’week/hour ’, datetaken) = j;

date part()は日付/時刻関数であり，

date part(’week’, datetaken)は datetakenで指定された

日時から第何週目であるかを，date part(’hour’, datetaken)

は datetakenで指定された日時から時刻の部分を取得する．

6. 2 スポット内相対写真数に基づく人気度

絶対写真数に基づく人気度では，時期にかかわらず清水寺や

金閣寺などメジャーなスポットが上位に現れやすい．そこで，

メジャースポットによるバイアスを回避するため，スポット内

において相対的な写真数を基に人気度を算出する手法を提案す

る．スポット内相対写真数に基づく人気度は，スポット si に対

する投稿写真数の総数を 1としたときの相対的な写真数の割合

を表す．すなわち，スポット内相対写真数に基づく人気度は次

式で定義する．

rij =
cij∑
k cik

. (3)

7. 時間コンテキスト特徴に基づく観光スポット
推薦

7. 1 週コンテキストに基づくスポット推薦

ユーザが訪問を希望する週を入力すると，その週に合ったス

ポットを推薦する．例えば，紅葉の時期には紅葉で楽しめるス

ポット，夏場にはその時期に楽しめるスポットなど，希望する

時期において特徴のあるスポットを推薦することがユーザ満足

度の向上につながると考える．

週コンテキスト w(1 <= w <= 53)が与えられたとき，w にお

いてスコアが最も高い上位 k 件のスポットを選定する．スポッ

ト si のスコア score(si)は次式により算出される：

score(si) =
∑
j

vjrij (4)

ここで，vj は第 j 週目の人気度に対する重みであり次式によ

り算出する：

vj =
1

1 + e−a(−|j−w|+b)
(5)

式 (5) は j と w との差に基づき重みが付与される．図 3 の曲

線（a = 2, b = 3）に示すように，j = w のとき重みが最大と

なり，j が w から離れるにしたがって重みが減衰する．aおよ

び bはパラメタである．bを大きくすることで重みの減衰開始

を遅らせることができる．aを大きくすることで重みの減衰を

抑えることができる．ここで，a = 0 とすることで，図 3 の



図 3 j − w と vj の関係．

a = 0, b = 3 の曲線のように，すべての j に対し wj = 0.5と

なるため，時間による重みを無視することができる．つまり，

時間コンテキストを無視した人気度に基づきスポットを選定す

ることになる．一方で，a → ∞, b = 0とすることで，図 3の

a = 100, b = 0の曲線のように，vw = 0.5となり，それ以外の

j に対する重みは vj → 0となるため，特定の時間による重み

のみを考慮したスコアを算出することができる．

7. 2 時刻コンテキストに基づくスポット推薦

週コンテキストに比べ，時刻コンテキストの場合は，スコア

算出の考え方が難しい．単純には，人気度の高い時間帯がお勧

めの時間帯であると考えられる．一方で，人気度が高いという

ことは混雑することも同時に想定される．そのため，人気のあ

る時間帯を推薦してほしいのか，混雑時を避けた推薦をしてほ

しいのか，ユーザの要求によってスコアの意味合いが異なって

くる．そこで，本研究では，時刻コンテキストに基づいたスコ

ア算出を行う代わりに，時刻別の人気度をユーザに提示するイ

ンタフェースを用意する．ユーザは興味のあるスポットの時刻

別の人気度を参照することで，人気度の高い時間帯に訪問する

か，あるいは混雑時を避けて訪問するか選択できる．

図 4は，例として「熊野古道」における時刻コンテキストを

可視化したものである．熊野古道は山道のようなトレッキング

コースであり，昼頃にピークがみられる．このとき，混雑を嫌

うユーザの場合，ピークとなる時間帯を避けるように，このス

ポットを訪問する時間帯を決定するための判断材料として時刻

コンテキスト特徴を活用できる．

8. 定 性 分 析

提案手法により得られた時間コンテキスト特徴を定性的に分

析する．ここでは，週コンテキスト特徴および時刻コンテキス

ト特徴をそれぞれパターン化して考察する．

8. 1 データセット

5.章で示した手順にしたがって，観光スポットデータおよび

写真データを収集した．収集したデータは 5,795件のスポット

データおよび 353,731件の写真データである．また，5.章で示

した対応付け手法により，スポットデータと写真データとの対

応付けを行った．1スポットあたりの対応付け写真データ数の

平均は 60.4件である．図 5にスポットと写真データ数の関係を

図 4 「熊野古道」における時刻グラフ．

図 5 各スポットと写真データ数の関係グラフ．横軸はスポット IDを，

縦軸は写真データ数を表す．

表したグラフを示す．横軸はスポット IDを，縦軸は写真デー

タ数を表す．

8. 2 週コンテキスト特徴のパターン

週コンテキスト特徴をパターン化すると，図 6(a)–(d)のよう

に大きく 4種類のパターンがみられた．それぞれ，便宜上，(a)

桜型，(b)GW型，(c)紅葉型，(d)冬季型とよび，各パターン

について考察する．

a ) 桜 型

図 6(a)は，代表スポットとして「吉野山」の週コンテキスト

特徴を可視化したものである．桜型は桜の時期である第 13週

から第 15 週（3月下旬から 4月中旬）にかけてピークが現れ

るパターンである．吉野山のように桜で有名なスポットがこの

パターンにあたる．他には，和歌山城や書写山，万博記念公園

などのスポットがみられた．

b ) GW 型

図 6(b)は，代表スポットとして「比叡山」の週コンテキスト

特徴を可視化したものである．GW型はゴールデンウィークの

時期である第 18週から第 19週にかけてピークが現れるパター

ンである．他には，高野山などのスポットがみられた．

c ) 紅 葉 型

図 6(c)は，代表スポットとして「北山 鹿苑寺（金閣寺）」の

週コンテキスト特徴を可視化したものである．紅葉型は紅葉の

時期である第 44週から第 49週（10月下旬から 12月上旬）に

かけてピークが現れるパターンである．金閣寺のように紅葉で



(a) 桜型（「吉野山」）． (b) GW 型（「比叡山」）．

(c) 紅葉型（「北山 鹿苑寺 (金閣寺)」）． (d) 冬季型（「兼六園」）．

図 6 週コンテキスト特徴のパターン．

有名なスポットがこのパターンにあたる．他には，嵐山や飛鳥

神社などのスポットがみられた．

d ) 冬 季 型

図 6(d) は，代表スポットとして「兼六園」の週コンテキス

ト特徴を可視化したものである．冬季型は冬季である第 50週

から第 7 週（12 月中旬から 2 月中旬）にかけてピークが現れ

るパターンである．兼六園は雪景色で有名なスポットの一つで

ある．このようなスポットがこのパターンにあたる．

8. 3 時刻コンテキスト特徴のパターン

時刻コンテキスト特徴をパターン化すると，図 7(a)–(c)のよ

うに大きく 3 種類のパターンがみられた．それぞれ，便宜上，

(a)朝型，(b)昼型，(c)夜型とよび，各パターンについて考察

する．

a ) 朝 型

図 7(a)は，代表スポットとして「書写山」の時刻コンテキス

ト特徴を可視化したものである．朝型は朝の時間帯（4時から

8時）にかけてピークが現れるパターンである．他には，竹田

城跡や兼六園などのスポットがみられた．

b ) 昼 型

図 7(b) は，代表スポットとして「熊野古道」の時刻コンテ

キスト特徴を可視化したものである．昼型は昼の時間帯（11時

から 13時）にかけてピークが現れるパターンである．他には，

金閣寺や大安寺遺跡などのスポットがみられた．

c ) 夜 型

図 7(c)は，代表スポットとして「音と光のファンタジー 花

火 in KAGURA」の時刻コンテキスト特徴を可視化したもので

ある．夜型は夜の時間帯（20時から 22時）にかけてピークが

現れるパターンである．他には，なばなの里などのスポットが

みられた．花火やライトアップなどのイベントで有名なスポッ

トがこのパターンにあたる．

8. 4 考 察

8. 2節および 8. 3で示したとおり，投稿写真の撮影時刻の分

布をみることで観光スポットの時間コンテキスト特徴を表現す

ることができる．また，その時間コンテキスト特徴は観光ス

ポットの特性によっていくつかのパターンに分類できることが

わかる．ここでは，これらの時間コンテキスト特徴を踏まえた

観光スポット推薦のあり方について考察する．

まず，週コンテキスト特徴に着目する．ユーザが例えばス

ポットに訪れたい時期として紅葉の時期を入力すると，金閣寺

などの紅葉型のスポットの推薦スコアが高くなり，これらのス

ポットが推薦されることになる．一方で，桜の時期を入力する

と，吉野山などの桜型のスポットの推薦スコアが高くなり，こ



(a) 朝型（「書写山」）． (b) 昼型（「熊野古道」）．

(c) 夜型（「音と光のファンタジー 花火 in KAGURA」）．

図 7 時刻コンテキスト特徴のパターン．

れらのスポットが推薦される．このように入力週に応じて，推

薦スポットを変化させることができ，季節に応じたスポット推

薦が可能となる．

つづいて，時刻コンテキスト特徴に着目する．例えば，「音

と光のファンタジー 花火 in KAGURA」のようなスポットの

場合，イベントの関係上，夜間に魅力が最も高くなるというこ

とが，時刻コンテキスト特徴からもわかる．このような場合，

ユーザは最も魅力の高い夜間にこのスポットを訪れるという選

択をとることができる．一方で，例えば，ユーザが熊野古道に

興味をもったとする．熊野古道の時刻コンテキスト特徴では 12

時がピークとなっている．ユーザが混雑を嫌うような場合，こ

のようなピーク時を避けて，ピークが過ぎてきた 15時あたり

に訪問するというような選択をとることも可能である．このよ

うに時刻コンテキスト特徴を可視化することで，魅力の高い時

間帯に訪れるのか，あるいは混雑時を避けて訪れるのか，ユー

ザが判断することができる．今回は定性的な分析結果を示した

が，今後は，7.章で提案した推薦スコアの妥当性について定量

的に評価する．特に，推薦スコア算出におけるパラメタ a, bを

変化させたときの違いについて評価する．

9. お わ り に

本稿では，季節や時間帯に合った観光スポットを推薦する時

間アウェア観光スポット推薦システムを提案した．このシステ

ムは，(a)スポットの時間コンテキスト特徴化，(b)時間コンテ

キスト特徴に基づく観光スポット推薦の要素から構成される．

(b)の手法については，さらに，週コンテキストに基づくスポッ

ト推薦手法および時刻コンテキストに基づくスポット推薦手法

を提案した．

定性分析においては，(a)の時間コンテキスト特徴について

パターン別に考察したうえで，これらのパターンを踏まえ，時

間コンテキスト特徴に基づく推薦手法のあり方について考察し

た．今後は，7.章で提案した推薦スコアの妥当性について定量

的に評価する．特に，推薦スコア算出におけるパラメタ a, bを

変化させたときの違いについて評価する．
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